
六
月
十
五

日
 

（
日
）
曇
時
々
 

小
雨
 

昨
夜
は
、

五

所
川
原
青
年
会

議
所

と
昨
年
九

月

に
姉
妹
会

の

締
結
を

し
て
い
 

る
台
湾

新
竹
国
際
青
年

商
会

の

陳
盛
男
団
長
一
行

十
六
名

の
歓

迎
パ

ー
テ
イ
 
に

於

て
、
突
扶

青
年
会

議
所

の
山
谷
理
事
長
か

ら
毎
月
第

一
、
第
三

日
曜
日

に

実
施
し
て
い
る
「

お
は
よ
う
町

内
清
掃
デ

ー
」
に

明
十
五
日
に

は
新
竹
青

年
商
会

内
メ
ン
バ

ー
 

も
参
加

す
る
と
い
う

の
で
私
も

プて
の
日
台
友
好
の
町

内
美
化

運

動
に
加
え

て
い
た
だ

く
こ

と
を

約
東
し

て
い
た
の
で
、

今
朝
は

五
時
に
飛
び
起
き
、

緑
の
奉
仕

員
の
服
装
で
自
転
車
を

駆
っ

て

敷
島
町

の
現
場
（
急

行
す
る
。
 

そ
こ
で
は

ー
う
青
年
会

議
所

青
年
商
会
、

敷
島
町
内
青
平

部

の
約
五
十
名

の
若
者
が
」

団
と

な
っ

て
そ
れ
ぞ

れ
ほ
う

き
、

ス

コ
ソ
ブ
等
を
手
に
し

て
国
道
」
一

三
九
号
線
の
車
道
、

歩
道
の
清

掃
か

ら
L
型
の
測

溝
の
泥
上
げ
、
 

街
路
樹

の
手
人

1
1．
植
樹
ま
す

の
草
取
り

と
い
か

に
も
活
力

に

満
ち

た
キ
ビ
、
ビ

し
た
動
き
を

し
て
い
た
。
 

新
竹
青
年
は
、

日
本
語
が

う

ま
く
、

殆
ど

日
常
会

話
は

こ
な

せ
る
よ
？

で
、
 モ
ー

ー
ー
ン
グコ
 

ー
ヒ
ー
で
一
服
し
た

と
き
な
ど

は
市

の
ゴ
ミ
処
理
の
実

際
に

つ

い
て
、
可
燃
物
、

不
燃
物
の
分
 

離
収
集
か

ら
回
数
、

作
業
員
の

数
、

さ
て
け
ノ
ー
包
装
運
動

と

話
が
弾
ん
で
廃
棄
物
処
理
に
極

め
て
高

い
関
心
を
示
し
て
い

た
。
 

約
一
時
間
半

の
短

い
奉
仕
活

動
で
は

あ
っ
た
が
、

私
は

こ
の

日
台
青
年

の
国
際
交
流
と
い
う

大
き
な
舞
台
の
上

で
行
わ
れ
た
、
 

全
く
キ

メ
細
か
な
奉
仕
の
実
践

活
動
を

通
し

て
お
互
に
感
得
し

た
で
あ
ろ
う
こ
こ
ろ

の
交
流
が
、
 

や
が

て
人
類

の
価
値
あ
る
未
来

に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
た
。
 

私
は
固

い
握
手
を
交

し
な
が

ら
 
「再
見
」
と
「

一
路
平
安
」
 

を
繰
り
返
し
な
が
ら
去
り
や

ら

ぬ
気
持
で
帰
り
の
ペ
ダ

ル
を
ふ

ん
だ

J
 

中
華

民
国
台
湾
省
新
竹
市
 

林
樹
華
市
長
の
メ
ソ
七
ー

ジ
 

、
 文
H
 

貴
我
中

日
両
大
民
族
、

由

於
地
縁
、

文
化
、
貿
易
等

各
方
面
之
関

係
深
切
、

故

両
国
民
間
之

情
誼
亦

為
敦

睦
、
此
一
良
好
之
発
展
、
 

為
亜
洲
安
定
繁
栄
、
所
不

可
訣
之
峰
件
、

惟
本
市
為

台
湾
西

海
岸
之
交
通
重
鎮
、
 

人
目
巳
遣
二
十

三
万
人
、
 

1
商
業
亦
頗
発
達
、
今
後

当
目
加
強
努

力
建
設
、

以

来
発
展
、

尤
因
貴
我
巳
締

結
為
姉
妹
会
、

且
本
市

設

有
動
物
園
一
所
、

園
中
鳥

獣
一
部
紛
来

自
東
濃
、

故

市
民
対
 
貴

国
観
感
最
為

友
善
。
 

欠
口
 

田
 

J右
／

、4
市
ー
 

‘ノ
I

一
 

“
フ
か
 

「マ
ム
A
ノ
 

ノ
 

ど
、」

／
×『

 

二
一
、
 

重さか4.6 'ロと持ち運びレり簡単な二の風呂は、幅45cm,長
さ 12 Ocm、深さ 3Qmの折りオたみ式です。 （写真は、 7年前
から中風で寝たきりの市内田川、鰐田正夫さん（ 70 ）方で） 

市では、このほど自宅で寝たき」の Jゴとしより 5人に老人

用の、 「簡易風呂」 をブレゼントしました。 

日可 序二” 

（昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可） 叩
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l昭和50年 6日 1日現在）住民基本台帳から 



②
 

〔毎月 1 日、15日発行〕 

『蘇

の
沙
奔
翻
汁
無
 

燃
を
愛
し
 守
田
育
て
ょ

，
 

野
里
小
に
 

“自
然
を
愛
し
、

こ
れ
を
守
り
育
て
よ
う
（
と
い
う
、
 
「緑

の
少
年
団
」
 
（小
田
桐
肇
 

団
長
）
が
、
さ
る
六
月
二
十
日
市
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
 

「縁
の
少
年
団
」
を
結
成
し
た
の
は
、
学
校
林
を
持
っ
て
い
る
市
立
野
里
小
学
校

（土
 

I
岐
周
蔵
校
長
）
の
児
童
、
生
徒
百
九
十
五
人
で
す
。
 

「緑
の
少
年
団
」
 
は
、自
然

に
親
し
み
、
保
護
す
る
精
神
を

幼
い
頃
か
ら
育
て
よ
う
と
、
市
 

「太
陽
と
雪
の
課
」
が
提
唱
し

準
備
を
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
結
団
式
は
、
午
後

一
時
か
ら
神
山
の
闇
闘

（く
ら

お
お
か
み
）
神
社
の
境
内
に
、
 

同
校
四
年
生
以
上
の
百
人
の
生

徒
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

結
団
式
で
は
、
小
山
市
教
育

長
か
ら
団
長
の
六
年
生
小
田
桐

肇
君
に
団
旗
が
授
与
さ
れ
、
全

員
で
団
活
動
の
綱
領
を
唱
和
し

た
あ
と
、
佐
々
木
市
長
、
三
坂

金
木
営
林
署
長
か
ら
お
祝
の
こ

と
ば
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
 

「五
所
川
原
の
自
然
」
と
題
し

て
市
教
育
委
員
会
木
村
啓
指
導

主
事
の
講
話
も
あ
り
ま
し
た
。
 

結
団
式
の
あ
と
団
員
た
ち
は

さ
っ
そ
く
学
校
林
に
群
生
し
て

い
る
樹
木
に
名
札
を
下
げ
る
な

ど
活
動
を
始
め
ま
し
た
o
 

「緑の少年団」の結団式 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 

「ー
 

助
 

4
」
．す
 

ト・
」
 で
 

ス
日

ウ

5
 

、
  
ー
 

ノ
 
は

ル

り
 

一
 
瑚
 

ニ
 

ビ
 締

 

「緑
の
少
年
団
」
 
では
、
こ

れ
か
ら
①
自
然
の
愛
護
を
み
ん

な
に
呼
び
か
け
る
、
②
自
然
の

観
察
を
通
し
て
、
自
然
を
知
る

活
動
を
お
こ
な
う
、
③
学
校
林

の
育
成
に
努
め
る
、
④
団
体
活
 

最
近
、
事
業
所
や

一
般
家
庭

か
ら
生
ず
る
廃
棄
物
（
ゴ

ミ
）
 

の
量
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い

不
法
投
棄
も
異
常
に
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
 

警
察
で
は
、
六
月
か
ら
県
内

い
っ
せ
い
に
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
事
犯
の
取
締
り
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
事
業
所
に
お
け
る

廃
棄
物
の
再
生
利
用
と
適
正
な
 

コ
ー
 
市

で
は
プ
五
十
 

旦
 

芸
促
進
対
策
事
業

客

す
 
」
で
、

農
家
が
ビ

に
 

で
 
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を

ス
 
日
 
設
置
し

た
場
合
補
 

」
ノ
 
5
 

助
す
る
こ
と
に
な

い
 
ー
 

り
補
助
金
の
交
付

ノ
 
ー
て
 
目
‘
主
月
」r
一
】l
L
ー
一1
 

一
 
＋
」
 し
山
よ
十ノ
。「
一
え
ま
、
 

ビ
 
を

三
十
三
平
方
メ
 

ー
ト
ル
以
上
設
置

し
た
場
合
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
本
体
と
付
属
器
具
を
含
め
て

設
置
に
要
し
た
経
費
に
対
し
一
一

万
円
を
限
度
に
、
経
費
の
四
分
 
 

動
を
身
に

つ
け
る
、
な
ど
の
活

動
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

処
理
は
も
ち
ろ
ん
、
 一
般
家
庭

に
お
い
て
も
廃
棄
物
の
収
集
日

以
外
は
野
積
み
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
く
に
建
築
関
係
、
自
動
車

修
理
関
係
の
不
法
投
棄
物
が
目

立
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
警
察
か
ら
、
 

不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
た
場
合

は
、
不
法
投
棄
事
犯
と
し
て
検
 

の
ー
か
五
千
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
で
補
助
す
る
も
の
で
詳
し

く
は
、
市
農
林
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

1
消
費
生
活
の
ー
 

F
苦
情
相
談
所

ー
 

▽
日
時
 
毎
月
第
一
、
第
三

水
曜
日
。
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
「
中
三
」
デ
パ
 

ー
ト
五
階

（
電
話④
三

一
三
一

番
）
 

商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
一
般
的
な
苦
情
に

つ
い
て

の
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 
 挙

さ
れ
ま
す
。
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
、
環
境

汚
染
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
お
互
い
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
埋
立
地
は

五
月
か
ら
野
里
山
に
な
り
ま
し

た
。
事
業
所
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ

の
持
ち
込
み
は
毎
週
火
，
木
、
金

曜
で
す
。
持
ち
込
み
の
時
間
は
、
 

朝
八
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で

で
す
か
ら
指
定
の
日
時
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

善
意
銀
行
預
詫
者
 

▽
五
月
二
十
六
日
、
原
潜
龍
 

（松
島
町
）
二
千
円
▽
六
月
三

日
、
神
伊
三
郎
（
上
平
井
町
）
 

三
千
円
。
と
も
に
、
長
寿
ほ
う

彰
金
を
そ
の
ま
ま
預
託
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

 

（敬
称
略
）
 

（
電
話
、
文
書
な
ど
で
も
受
付
 

け
ま
す
。
）
 

市
商
工
観
光
課
 

ー
身
障
者
の
 

巡
回
診
査

ー
 

例
年
実
施
し
て
い
る
身
体
障

害
者
の
巡
回
診
査
を
次
の
日

程

で
お
こ
な
り
ま
す
。
 

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
で

す
。
 

▽
眼
科
 
七
月
四
日
（
市
福

祉
会
館
）
 
▽
耳
鼻
科
 
七

月

八
日
（
同
）
 
▽
整
形
外
科

七
月
二
十
四
日
（
同
）

巡
回
診

査
で
は
、
就
業
、
生
活
、
医
療

施
設
入
所
な
ど

の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
 

収
集
日

以
外
は
野
積
み
し

な
い
で
 

目
立
つ
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
 



五
十
二
年
に
は
第
三
十
二
回

国
体
が
青
森
県
に
決
定
さ
れ
、
 

「あ
す
な
ろ
国
体
」
 
「簡
素
と

質
素
な
国
体
」
 
の
キ
ャッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
県
下
二
十
市
町
が
準

備
に
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
当
市
で
も
「
柔

道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
 
の
二
種

目
が
開
催
さ
れ
る
の
で
着
々
実

施
計
画
ぎ
練
っ
て
い
る
。
 

柔
道
は
五

一
中
講
堂
で
、

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
岩
木
河
畔

の
北

斗
グ
ラ
ン
ド
に
五
面
、
す
で
に

日
本
体
育
協
会
に
申
請
許
可
を

得
て
い
る
し
、
二
千
数
百
名
の

選
手
役
員
、
視
察
員
な
ど
の
仮

配
宿
も
隣
接
町
村

の
お
世
話
に

な
り
め
ど
が

つ
き
そ
う
で
あ
る
。
 

そ
れ
に
し
て
も
開
催
の
五
十

二
年
に
は
市
民
各
位
の
御
協
力

御
後
援
を
得
て
、
は
る
ば
る
来

五
し
た
選
手
役
員
等
に
心
あ
た

た
ま
る
好
印
象
を
与
え
、
大
会

を
盛
会
に
し
た
い
も
の
と
思
う
。
 

No. 1 

昭
和
四
十
年
か
ら
続
け
て
参
り
ま
し
た
地
域
住
民
参
加
の
、
 
「道
路
愛

護
運
動
」
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

一
応
の
成
果
を
あ
げ
得
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
と
し
も
新
市
域

の
路
幅
三
肩
以
内
の
狭
あ

い
道

路
を
重
点
に
敷
砂
利
補
修
を
お

こ
な
い
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
近
 
 

年
急
激
に
ふ
え
て
参
り
ま
し
た

河
川
敷
、
溜
池
端
な
ど

の
廃
棄

物
（
ゴ

ミ
）
不
法
投
棄
場
所
の

整
理
と
道
路
側
溝
の
清
掃
を
加

え
、
 
「環
境
整
備
の
運
動
」
を

展
開
し
ま
す
。
 

こ
の
運
動
も
、
昨
年
ま
で
の

道
路
愛
護
運
動
と
同
様
、
地
域

住
民
の
自
主
的
参
加
に
よ
る
奉

仕
活
動
が
主
体
と
な
り
、
こ
れ

に
市
の
建
設
課
と
生
活
環
境
課

が
応
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

各
地
区
の
日
程
に
つ
い
て
は

行
政
連
絡
員
を
通
じ
ご
連
絡
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

潮
友
会
で
 

魚
贈
る

ー
 

五
所
川
原
潮
友
会

（
藤
田
良

一
会
長
、
会
員
三
十
人
）
は
、
 

さ
る
六
月
九
日
、
春
の
釣
り
大

会
に
お
い
て
西
海
岸
一
帯
で
釣

っ
た
コ
ブ
タ
イ
、
カ
レ
イ
、
ア

ブ
ラ
メ
三
十
キ
ロ
を
市
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
に
贈
り
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
で
五

回
目
に
な
り
ま
す
。
 

A
×
 

溜池の清掃をする主婦たち 

③
 

市特別保証融資制度 
五所川原商工会議所

五 所 川 原 市 

名 	称 

五所川原市中小企業不況対 

策資金特別保証融資 

五所川原市中小企業近代化

資金特別保証融資 

⑧ 制 度 ⑩ 制 度 

融 資 総 額 12,000万円 8,000万円 

取扱金融機関 

青森銀行、青和銀行、弘前 

相互銀行、津軽信用金庫、 

東奥信用金庫、青森県信用 

組合、各支店 

左に同 じ 

融 資 対 象 

市内に主な事業所を有し、 

1年以上継続して同一事業 

を営む中小企業者で、中小 

企業信用保険法の適用をう 

ける業種 

左記のほか、企業の近代化

と経営の安定のための長期

資金を必要とする方で納税

状況良好な者 

融
 

資
 
条
 
件
 

資使
 
金
 
の
途
 

運転資金 運転資金、設備資金 

貸出金利 
お・よび 
課 ,hl三料 

取扱金融機関の標準利率 

保証料 年利率 1.09% 左 に同 じ 

融資額 1 企業にっき 500万円以内 1企業にっき 1,000万円以内 

融資期問 
および 

返済方法 

3年以内 

割賦又は一時払 

7年以内、原則として割賦
返済（設備資金にっいては 

6カ月以内の据置を含む） 

イ呆‘征 人 
’二,よび 

担 	保 

保証人は 1名以上 

担保 必要に応じて徴収 
左 に同 じ 

中込受付期問 昭和51年 3月31日まで 
昭和50年 4 

51年 3 
月 1日から 

月31日まで 

申込先および 

手 	続 	き 

申込先 各金融機関、信用 

保証協会、商工会議所 

提出書類 申込書 1部、納 

税（市税）証明書 1 音β 

左 に 同 じ 

備 	月 

Oご利用できない業種 

農林漁業 
設作、果樹栽培、養豚養鶏業、 
造園業、育林業、狩猟業、水産 
養殖業（こい、ます、金魚） 

飲食 業 
キャバレー、バー、割烹、酒 
場、喫茶店（風俗営業の許可 
を受けているもの） 
金融、保険、土地売買、サ 
ービス業 

磐疹テ隊-ケラ.7-;,、 
ピアノ教習、そろばん塾、洋 
裁学校等 

左 に同 じ 

里
帰
の
成
田
さ
ん

市
長
と
昼
食
 

五
月
な
か
ば
、
北
ス
マ
ト
ラ

か
ら
里
帰
し
た
俵
元
出
身
の
元

日
本
兵
成
田
源
四
郎
さ
ん

（
五

七
）
は
、
こ
の
ほ
ど
市
庁
舎
を
 

訪
れ
佐
々
木
市
長
と
な
ご
や
か

に
閑
談
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
幼
な
反
達
の
外
崎

善
太
郎
さ
ん
ら
と
つ
れ
だ
っ
て

市
庁
舎
を
訪
れ
た
成
田
さ
ん
は

弁
当
の
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
 

ス
マ
ト
ラ
で
の
生
活
、
故
郷
の

変
貌
ぶ
り
な
ど
市
長
と
雑
談
を

交
し
て
い
ま
し
た
。
 



(3、社会科学） 

佐 藤 継 雄 こどもの言葉による 

表現と道徳 

朝 雲 社 日本の安全保障

実務研究会 六法全書（判例編） 

河合勇太郎 青 森 県 の 昔話

与鍛”ノ 大統領の陰謀

和 田 正 洲 日本の民族神奈川

県議会事務局 情 報 と 資 料

鹿島守之助 鹿島守之助経営論選集

斎 藤 槻 堂 日本の民族福井

伊 藤 昇 お母さんの勉強しつけ編 

保 幼編 

49 朝 日 造園社 

朝 雲 社 

日 法研究会

ク 津 軽 書 房 

ユ 風 書 房 

49 第 ・ 法 規 

49 県議会事務局 

49 tIl 版 部 

49 第 	法 規 

教 育 出版社 

ク 	 り 

『 

3 年 生 ク 

作 田 啓 深層社会の点描 ク 筑 摩 書 房

堀 川 豊 弘 わ が 風 土 ク 明 玄 書 房

牧 日1 茂 神と祭りと II本人 ク 講 談 社

前 原 大 輔 子どもにつき合う親の本 う 青 春 出版社 

，‘崎 義 ’ 現代の日本企業を考える ク 岩 波 新 書

壱 岐 晃 才 企 業 の 自 由 ク II 経 新 書

林 田1 二 授業人間について ク 国 土 社

馬場啓之助 資本 4 義の逆説 り 東洋経情新報社 

り
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
う
 
ク
 

ク
 

筑
 
明
 
講
 
青
 

岩
 

H
 
国
 

房
 
房
 
社
 

社
 
書
 
書
 

社
 

書
 
書
 
版
 

新
 
新
 

談
 
出
 

土
 

摩
 
玄
 

春
 
波
 

経
 

ク l 
。
‘
 

生
 
生

任
・
 年
 

環芽ノく告 

壕よ ト環 

ぞ’早境 

朱 

でんわ部 
⑤ 1414 

り
 

環
境
づ
く
り
に
 

住
み
よ
い
 

▽
申
し
込
み
 
決
め
ら
れ
た
申

込
み
書
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

性
別
を
記
入
の
う
え
（
グ
ル

ー
 

プ
又
は
家
族
の
場
合
は
代
表
者

を
明
示
す
る
こ
と
）
 

市
教
育
委
員
会
「
太
陽
と
雪

の
課
」
あ
て
（
五
所
川
原
市
岩

木
町
一
二
 
〒
〇
三
七
、
電
④

三
一
九
一
一
番
）
 

新着図書のご案内 

小
売

商
（
三
級
販
売
士
）
検
定

試
験
 

▽
申
し
込
み
期
限
 
七
月
十
八

日

（
金
」
？
午
ま
で
 

▽
募
集
人
員
 
先
着
ヒ
〇
名
ま
で

▽
服
装
と
携
帯
用
品
 
目
程
の

概
要
は
市
教
育
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

おしらせ 行
政
管
理
庁
で
は
、
当
市
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
な
ど

の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を

手
助
け
す
る
た
め
，
次
の
方
を
 

「行
政
相
談
委
員
」
 
に委
嘱
し

て
お
り
ま
す
。
 

成
田
栄

一
氏
 
（
市
内
柳
町

電
話
（④
）三
〇
二
八
番
）
 

●

相
談
は
、
無
料
で
口
頭
、
 

電
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法

で
も
よ
く
、
相
談
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
は
、
障
密
を
守
り
 

親
身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
 

役
所
に
対

す
る
不
満
は
 

行
政

相
談
委
員
へ
 

▽
主
催
 
市
教
育
委
員
会
 

▽
と
き
 
ヒ
月
二
十
六
日
（
土
』
 

・

二
十
七
日
（
日
）
 

（
雨
天
の
場
合
で
も
決
行
）
 

▽
と
こ
ろ
 
狼
野
長
根
公
園
 

▽
集
合
場
所
と
時
間
 
市
民
文
 

化
会
館
前
 
午
後
二
時
 

（
貨
切
バ
ス
を
利
用
）
 

▽
参
加
対
象
 
個
人
参
加
は
小
 

る
こ
と
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

●

相
談
の
内
容
は
、
役

所
の
仕
事
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
く
、
 

例
え
ば
、
役
所
の
仕
事
が

遅
い
、
不
親
切
だ
、
納
得

で
き
な
い
、
法
律
や
手
続

き
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
 

「市
民
キ
ャ

ン
プ
の
集
い
」
 

日
頃
お
困
り
に
な
 

っ
て
い
る
こ
と
、
 

不
満
に
思
っ
て
い
 

学
4
年
以
上
と
す
る
。
 

グ
ル

ー
 

（
家族
を
含
む
）
参

加
は
原
則
と
し
て
小
学
4
年
以

上
と
し
、
必
ら
ず
大
人
の
リ
ー
 

ダ
ー
が
い
る
こ
と
。
 

▽
参
加
料
 
児
童
、
生
徒
七
〇

〇
円
、
 一
般
一
、
〇
〇
〇
円
。
 

（旅
費
、
食
事
、
ス
ポ
ー
ッ
障

害
保
険
を
含
む
）
 

「少
年
剣
道
教
室
」
 

主
催
 
h
所
川
原
剣
道
協
会

後
援
 
市
教
育
委
員
会

▽
開
設

毎
月
二
回
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
小
学

校
体
育
館
 

▽
内
容
 
初
心
者
基
本
練
習
、
 

上
級
者
け

い
こ
。
竹
刀
は
、
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
五

一
中
校
（
電

話
⑤
二
八
二
〇
番
）
松
橋
伴
幸
 

さ
ん
 へ
 

商
工
会
義
所
で
は
、
販
売
技

術
を
専
門
技
術
と
し

て
認
定
す

る
た
め
、
全
国
で
統
一
さ
れ
た

基
準
に
よ
り
検
定
試
験
を
お
ー
ー
 

な
い
ま
す
。
 

▽
と
き
 
ヒ
月
二
十
三
1
1
(
 

水
）
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
商
F
 

会
議
所
 

▽
受
験
料
 
千
四
百
円
 

▽
受
験
資
格
 
義
務
教
育
終

了
以
上
の
者
 

試
験
内
容
 
小
売

業
に
関
す

る

一
般
常
識
、
販
売
技
術
、
商

品
知
識
、
販
売
事
務
。
 
（
い
ず

れ
も
筆
記
試
験
）
 

一
一階
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
願
い
ま
す
 

コ
交

通
事
故
相
談

ー
 

［ー
日
、

9
日
で
す

L
 

▽
お
申
込
み
 
受
験
料
を
添

え
て
、
七
月
七
日
『
月
）
ま
で

商
じ
会
議
所
（
 

E
催
 
日
本
商
工
会
議
所
、
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

県
交
通
事
故
相
談
所
で

は
、
 

七
月
の
「
移
動
交
通
事
故
相
談

所
」
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。
 

▽
と
き
 
七
月
九
日

（水
〕
 

午
前
十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

農振地域の変更 	市農林課では、 6月25日から市農業振興地域変更整備計画の縦覧を 

整備計画を縦覧 おこなっております。ぜひ農林課へおいでください。 

結核検診を受けましよう 

近年結核患者の死亡率が減少しておりますカ三 これ

に相反して年々患者が多くなつていることは周知のこ

とと思います。結核検診は、着物をきたままで受診で

きますし、時間は 30秒でおわります。 

受診票は、国民健康保険に加入しぐいる方に発行し

ておりますが、国保以外の方でも受診できます。 

地 区 名 月 場 	 所 時 	問 

沖 飯詰 7 月 8日 「 Il 川 豊作宅前 9 : 00- 	9 : 40 

桜 	田 笠 井 敏 江宅前 10: 	00----io: 	40 

毘 沙門 泉 谷 止‘志‘七前 1i 】 09 	11: 40 

共 	栄 共栄集 会所前 13: 0(1~ 13: 30 

長 	富 原 田 商 店 前 13: 50-14: 20 

白取白動車 I：業前 14: 30-- 15: 00 

「自 i 橋 馨 宅 前 is: io一 15: 40 

福 	l」」 7 月 9日 伊藤献医宅前 9 : 00--- 9 : 40 

福 III 公 民館前 9 : 	50--- 10: 	20 

原 	子 阿 部 商 唐 前 10: 30-11: 00 

羽野木沢 L 和 支 所 前 ii: 	id~u1: 50 
持 f 沢 I・ 商 店 前 13: 00~ 13: 30 

高 	野 小笠原 II 広宅前 13: 40-14: 	10 

前FH, 1- ~ 新 谷 啓 ’宅前 14: 30---15: 00 

西 塚 	商 	「占 	自iI us: 	10 	is: 40 

豊 	成 7 月ゆ日 石 岡 源造宅前 9 : 00--- 	9 : 	30 

俵 	元 俵 IL 公 民館 li!i 9: 	40 	-iO: 	10 
里f 	里 野 甲 公 民館前 iO: 20-10:50 

長 橋 支 所 前 11: 	00-- 	11:30 

神 成田秀四郎宅前 11: 40一 i2: 	10 

松 野 木 一
  長 尾 商 店 前 13: 00~ 13: 30 

Ji 	沢 ,1 沢 公民館前 13: 50-- 14: 20 

イ1 什l 坂 石田坂公民館前 14 : 35~ is: 00 

若 若山 公民館前 us: 	is一～ is: 35 

福 	園】 中 川 武 	宅前 is: 	so--- 16: 	20 

興隆朝「~ 7 月 11日 婦 人 Jト 	ム 前 9 : 30--- 10: 00 

飯 	詰 鳴海 博実宅前 uo: 10~b0: 40 

郵 便 局 前 iO: sO~ui: 20 

鳴海理容所前 ii: 30-12: 00 

飯 詰 支 所 前 13: 00-13: 30 

新 岡 兵 三宅前 i3: 40-- i4: 	10 

ト岩崎集会所前 14 : 20-- 14 : 50 

小野 善助宅前 is: 00--is: 30 

野 ,1義造宅前 is: 40-- 16: 10 
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